
(57)【要約】

【課題】梱包物の上下左右のうちの三方を保護すること

が出来ると共に、保管スペースや廃棄も容易であって、

且つ作製も容易な新規な組立式の緩衝部材を提供する。

【解決手段】中央緩衝体ｂの嵌合用凹部ｂ1 に一部を嵌

合させた梱包物の左右両側に、左右の緩衝体ｃが起伏自

在に配されるようになり、両緩衝体ｃを立ち上げて側方

凹部ｃ1 を梱包物の左右側部に嵌合させれば、中央と左

右の三つの緩衝体ｂ，ｃ，ｃにより梱包物を保護する状

態となり、優れた緩衝機能を発揮することができる。
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【特許請求の範囲】

【請求項１】　一枚のシート材を折線に沿って折り曲げ

て、梱包物の嵌合用凹部を上面側に備えた箱状をなす中

央緩衝体と、前記梱包物の左右側部に嵌合する側方凹部

を上面側に備えた箱状をなし、且つ前記中央緩衝体の左

右両側に起伏自在に連設される左右の緩衝体とを組み立

ててなる緩衝部材であって、

上記中央緩衝体は、上記シート材のほぼ中央部分になる

中央底板と、該中央底板の前後二辺から折線を介して立

ち上がる一対の外壁板と、各外壁板の上端から内方へ折

れ曲がる上縁板と、各上縁板の先端から下方へ折れ曲が

る内壁板と、各内壁板の下端から内方へ折れ曲がり上記

嵌合用凹部の底面となる内底板と、各内底板の先端から

下方へ折れ曲がる支持板と、各支持板の下端に突設され

中央底板に設けた係合孔に差し込まれる係合片と、前記

内底板と中央底板の間及び内外壁板の間に形成される緩

衝空間とを備え、

上記左右の緩衝体は、上記中央底板の左右二辺から折線

を介して連設された左右の起伏板と、各起伏板の前後二

辺から折線を介して立ち上がる外面板と、各外面板の上

端から内方へ折れ曲がる上面板と、各上面板の先端から

下方へ折れ曲がる内面板と、各内面板の下端から内方へ

折れ曲がり上記側方凹部の底面となる底板と、各底板の

先端から下方へ折れ曲がる支持板と、各支持板の下端に

設けられ起伏板に設けた係合孔に差し込まれる係合片

と、前記底板と起伏板の間及び内外面板の間に形成され

る緩衝空間とを備え、

上記左右緩衝体の起立時において上記側方凹部が、上記

嵌合用凹部に嵌合した梱包物の左右側部に嵌合するよう

形成した組立式緩衝部材。

【請求項２】　二枚のシート材を重ねて要所を接着する

と共に要所を折り曲げて、梱包物が載置される中央隆起

部を成形すると共に、該中央隆起部の左右両側に起伏自

在に連設される左右の緩衝体を組み立て自在に備えてな

る緩衝部材であって、

一方のシート材は略長方形状を呈し、その中央部分に開

口を有すると共に、該中央部分の左右端部には折線を介

して起伏面を連設し、且つ夫々の起伏面の側端には外壁

面、上縁面、内壁面、内底面を各々折線を介して順次連

設し、

他方のシート材は、上記開口と同形の載置面の前後端に

折線を介して立上面を連設した隆起部形成板と、該形成

板の左右端部の前後部分に夫々分離可能に連設された側

周壁組立板とを備え、該側周壁組立板は、上記各起伏面

の前後端に接着される接着面の側端に折線を介して側壁

面を連設し、該側壁面の側端には上側補強面、内側補強

面、底側補強面を各々折線を介して順次連設し、

上記立上面を下方へ折り曲げると共にその下端部を開口

の前後縁に接着して上記中央隆起部を形成すると共に、

上記各外壁面、上縁面、内壁面、内底面を夫々折線に沿

って折り曲げて、梱包物の左右側部に嵌合する側方凹部

を上面側に備え、且つ前記起伏面と内底面の間及び内外

壁面の間に形成される緩衝空間を備えた左右の緩衝体を

組み立てると共に、上記側壁面と各補強面を夫々折線に

沿って折り曲げて、前記各緩衝体の端部を補強する補強

壁を組み立て、

さらに上記左右の緩衝体は、折線に沿って起伏面を立ち

上げた起立時において側方凹部が、上記載置面に載置し

た梱包物の左右側部に嵌合するよう形成されている組立

式緩衝部材。

【発明の詳細な説明】

【０００１】

【発明の属する技術分野】本発明は、例えばノート型の

パソコンやプリンターのように衝撃力に対して敏感な物

品を、外箱に収納して梱包する際に用いる梱包物保護用

の組立式緩衝部材に関する。

【０００２】

【従来の技術】旧来、外箱に収納した梱包物を落下衝撃

等から保護するために、ウレタンフォームや発泡スチロ

ール等からなる樹脂製緩衝部材が用いられている。これ

ら樹脂製緩衝部材は、衝撃力の緩衝に優れている反面、

使用後の処理に際し環境への悪影響が懸念され、またリ

サイクルが困難であるため使用が制限される方向にあ

る。

【０００３】また近年では、樹脂製緩衝部材の代替品と

して、段ボールや厚紙等からなるシート材の要所を折り

曲げ、必要に応じ要所を貼着するなどして、梱包物の一

部が嵌合する凹部を備えると共にその嵌合用凹部の周囲

に緩衝空間を形成すべく、内外二重壁構造を成す箱状に

組み立てられる紙製緩衝部材が各種提案されている。こ

の種紙製緩衝部材は、上記した樹脂製緩衝部材の不具合

を解消すると共に、古紙をプレス成形したパルプモール

ドや、段ボールや古紙を多層又は積層状に巻きこれを断

面Ｌ形，Ｖ形等に成形したアングル材，コーナー材等が

有する作製コスト上の問題点、及び紙粉が出るため精密

機器の梱包に不向きである等の問題点を解消し得る便利

な緩衝部材として、広く実用に供されている。

【０００４】

【発明が解決しようとする課題】ところで、上述した樹

脂製緩衝部材や紙製緩衝部材は、一面部分に嵌合用凹部

を備え、その凹部に梱包物の一部が嵌り込むよう形成さ

れており、例えば梱包物の左右両側部分又は上下両側部

分に装着するよう用意され、梱包物を左右又は上下から

挟む状態で化粧箱内に収納し、所定の緩衝機能を得るよ

うになっている。すなわち従来の緩衝部材は、少なくと

も左右又は上下の二個を一組として取り扱われ、且つ梱

包物に対して一つづつ装着するようになるので、梱包現

場における管理や梱包物への装着作業が面倒であり、こ

の点に改良の余地を残していた。また従来の緩衝部材

は、例えば梱包物の左右両側に装着した場合、梱包物の
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上下両面が露呈し、通常はこの露呈部分に紙を丸める等

した別の緩衝材を充填するようになっていた。

【０００５】本発明はこの様な従来事情に鑑みてなされ

たもので、その目的とする処は、梱包物の上下左右のう

ちの三方を保護することが出来ると共に、保管スペース

や廃棄も容易であって、且つ作製も容易な新規な組立式

の緩衝部材を提供することである。

【０００６】

【課題を解決するための手段】上述の目的を達成するた

めに本発明の組立式緩衝部材は、一枚のシート材を折線

に沿って折り曲げて、梱包物の嵌合用凹部を上面側に備

えた箱状をなす中央緩衝体と、前記梱包物の左右側部に

嵌合する側方凹部を上面側に備えた箱状をなし、且つ前

記中央緩衝体の左右両側に起伏自在に連設される左右の

緩衝体とを組み立ててなる緩衝部材であって、上記中央

緩衝体は、上記シート材のほぼ中央部分になる中央底板

と、該中央底板の前後二辺から折線を介して立ち上がる

一対の外壁板と、各外壁板の上端から内方へ折れ曲がる

上縁板と、各上縁板の先端から下方へ折れ曲がる内壁板

と、各内壁板の下端から内方へ折れ曲がり上記嵌合用凹

部の底面となる内底板と、各内底板の先端から下方へ折

れ曲がる支持板と、各支持板の下端に突設され中央底板

に設けた係合孔に差し込まれる係合片と、前記内底板と

中央底板の間及び内外壁板の間に形成される緩衝空間と

を備え、上記左右の緩衝体は、上記中央底板の左右二辺

から折線を介して連設された左右の起伏板と、各起伏板

の前後二辺から折線を介して立ち上がる外面板と、各外

面板の上端から内方へ折れ曲がる上面板と、各上面板の

先端から下方へ折れ曲がる内面板と、各内面板の下端か

ら内方へ折れ曲がり上記側方凹部の底面となる底板と、

各底板の先端から下方へ折れ曲がる支持板と、各支持板

の下端に設けられ起伏板に設けた係合孔に差し込まれる

係合片と、前記底板と起伏板の間及び内外面板の間に形

成される緩衝空間とを備え、上記左右緩衝体の起立時に

おいて上記側方凹部が、上記嵌合用凹部に嵌合した梱包

物の左右側部に嵌合するよう形成したことを要旨とす

る。

【０００７】以上の構成によれば、中央緩衝体の嵌合用

凹部に一部を嵌合させた梱包物の左右両側に左右の緩衝

体が起伏自在に配されるようになり、左右の緩衝体を立

ち上げて側方凹部を前記梱包物の左右側部に嵌合させれ

ば、中央と左右の三つの緩衝体により梱包物を保護する

状態となって、優れた緩衝機能を発揮することができ

る。また左右の緩衝体は中央緩衝体を介して連結されて

おり、常に三者一体の状態にある。

【０００８】また夫々の緩衝体は、一枚のシート材の要

所を折り曲げて組み立てられるので、梱包現場において

各緩衝体を組み立てるようにし、保管，輸送等の際は折

り畳んで一枚のシート材とすることで省スペース化を図

り得、また使用後の廃棄作業を容易ならしめることも出

来る。

【０００９】また本発明の組立式緩衝部材は、二枚のシ

ート材を重ねて要所を接着すると共に要所を折り曲げ

て、梱包物が載置される中央隆起部を成形すると共に、

該中央隆起部の左右両側に起伏自在に連設される左右の

緩衝体を組み立て自在に備えてなる緩衝部材であって、

一方のシート材は略長方形状を呈し、その中央部分に開

口を有すると共に、該中央部分の左右端部には折線を介

して起伏面を連設し、且つ夫々の起伏面の側端には外壁

面、上縁面、内壁面、内底面を各々折線を介して順次連

設し、他方のシート材は、上記開口と同形の載置面の前

後端に折線を介して立上面を連設した隆起部形成板と、

該形成板の左右端部の前後部分に夫々分離可能に連設さ

れた側周壁組立板とを備え、該側周壁組立板は、上記各

起伏面の前後端に接着される接着面の側端に折線を介し

て側壁面を連設し、該側壁面の側端には上側補強面、内

側補強面、底側補強面を各々折線を介して順次連設し、

上記立上面を下方へ折り曲げると共にその下端部を開口

の前後縁に接着して上記中央隆起部を形成すると共に、

上記各外壁面、上縁面、内壁面、内底面を夫々折線に沿

って折り曲げて、梱包物の左右側部に嵌合する側方凹部

を上面側に備え、且つ前記起伏面と内底面の間及び内外

壁面の間に形成される緩衝空間を備えた左右の緩衝体を

組み立てると共に、上記側壁面と各補強面を夫々折線に

沿って折り曲げて、前記各緩衝体の端部を補強する補強

壁を組み立て、さらに上記左右の緩衝体は、折線に沿っ

て起伏面を立ち上げた起立時において側方凹部が、上記

載置面に載置した梱包物の左右側部に嵌合するよう形成

されていることを要旨とする。

【００１０】以上の構成によれば、中央隆起部に載せた

梱包物の左右両側に緩衝体が起伏自在に配されるように

なり、それら緩衝体を立ち上げて凹部を前記梱包物の左

右側部に嵌合させれば、左右の緩衝体が梱包物の左右両

側に装着され、且つ中央隆起部が梱包物の下面又は上面

部分を覆う。よって、左右緩衝体と中央隆起部の三者に

より、梱包物の上下左右のうちの三方の面を保護して、

所定の緩衝機能を発揮することができる。また中央隆起

部は載置面裏側に緩衝用の隙間を備え、該緩衝用隙間が

所定の緩衝機能を発揮し左右緩衝体の緩衝機能と相俟っ

て、より確実な緩衝機能、梱包物保護機能が発揮される

ようになる。また左右の緩衝体は中央隆起部を介して連

結されており、常に左右一対の状態になる。

【００１１】左右の緩衝体は組立て式のため、梱包現場

において組み立てるようにし、保管，輸送等の際は折り

畳んでほぼ一枚のシート状とすることで省スペース化を

図り得、また使用後の廃棄作業を容易ならしめることも

出来る。

【００１２】また中央隆起部と左右の緩衝体は、複数枚

のシート材の要所を重ねて接着すると共に要所を折り曲

げて形成することが可能であるが、本発明では、一方と
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他方の二枚のシート材を重ねて要所を接着し、これら両

シート材の中央部分を中央隆起部形成用のブランクとす

ると共に、両シート材の左右の側部を左右の緩衝体形成

用のブランクとして、二枚のシート材を用いて形成可能

に構成し、シート材の使用量並びに作製時の手間等を低

減することができる。

【００１３】尚、上記した各シート材は、例えば段ボー

ルプラスチックのような所望の合成樹脂材料からなるも

のとすることも可能であるが、段ボールや厚紙等の紙板

を用いれば、樹脂製緩衝部材に代替可能な優れた緩衝機

能を奏すると共に、使用後の廃棄処理を簡単に行うこと

ができる。また、本発明において紙板とは、木材、パル

プを原料とするものに限定されず、例えばケナフ紙のよ

うな植物繊維を原料とした紙板をも含むものである。

【００１４】

【発明の実施の形態】以下、本発明の実施の形態を図面

を参照して説明する。

【００１５】まず、図１～図５に示す例を説明する。本

例では、一枚のシート材ａを折線に沿って折り曲げて、

梱包物の嵌合用凹部ｂ1 を上面側に備えた箱状をなす中

央緩衝体ｂと、前記梱包物の左右側部に嵌合する側方凹

部ｃ1 を上面側に備えた箱状をなし、且つ中央緩衝体ｂ

の左右両側に起伏自在に連設される左右の緩衝体ｃとを

組み立ててなる組立式緩衝部材Ａを示す。

【００１６】シート材ａは例えば段ボールや厚紙等の紙

板からなり、図１に示すように、シート材ａのほぼ中央

部分になる中央底板１と、該中央底板１の左右二辺から

折線２を介して連設された左右の起伏板３を有する。

【００１７】また中央底板１の前後二辺には折線４を介

して外壁板５が連設され、各外壁板５の側端には折線６

を介して上縁板７が連設され、各上縁板７の側端には折

線８を介して内壁板９が連設され、各内壁板９の側端に

は折線１０を介して、上記嵌合用凹部ｂ1 の底面となる

内底板１１が連設され、各内底板１１の側端には折線１

２を介して支持板１３が連設され、各支持板１３の側端

には、中央底板１に設けた係合孔１４に差し込まれる係

合片１５が連設されている。

【００１８】各上縁板７の左右端部には左右の上縁面１

６が連設され、また各上縁面１６の側端には、折線１７

を介して支持板１３の左右端部１８が連設される。各上

縁面１６と左右端部１８は切線１９により内底板１１と

分離され、上縁板７と左右上縁面１６とは折線６を介し

て一体に折れ曲がり、支持板１３と左右端部１８は折線

１２と１７を介して一体に折れ曲がるようになる。

【００１９】そうして、上記夫々の外壁板５、上縁板

７、左右上縁面１６、内壁板９、内底板１１、支持板１

３、左右端部１８を折線４、６、８、１０、１２、１７

に沿って各々折り曲げ、且つ各係合片１５を係合孔１４

に差し込んで、中央底板１上に前後の角筒体を組み立

て、これら角筒体によって中央緩衝体ｂを形成する。

【００２０】中央緩衝体ｂは図３に示すように、梱包物

の嵌合用凹部ｂ1 を上面側に備えると共に、内底板１１

と中央底板１の間及び内外壁板５、９の間には緩衝空間

ｂ2を備えた内外二重壁構造の略直方体形の箱状をな

す。嵌合用凹部ｂ1 は、上記各内底板１１を底面とし、

且つその前後の部分に内壁板９が夫々立ち上がり、また

その周囲は、各上縁板７と、各々の上縁板７の左右端部

に連設された左右の上縁面１７で囲まれる。また嵌合用

凹部ｂ1 は、各内底板１１と中央底板１の間、各内壁板

９と各外壁板５の間に夫々形成された緩衝空間ｂ2 で囲

まれる。

【００２１】夫々の外壁板５には、折線２０ａと階段状

の切線２０ｂを設けて略Ｌ形の補強片２０を形成し、該

補強片２０は各外壁板５に二箇所づつ計四箇所設ける。

補強片２０は折線２０ａに沿って内側に折り曲げること

で中央底板１上に立ち上がり、上縁板７と内底板１１を

支持するをもって、中央緩衝体ｂの強度と緩衝機能の向

上に寄与する。

【００２２】一方、上記左右の起伏板３には、切線２１

を設けて立上面２２を形成し、各立上面２２の先端には

折線２３を介して係止面２４を連設し、各係止面２４に

は、上記支持板１３の左右端部１８に設けた溝２５に係

合する溝２６を設け、両溝２５，２６の係合により、上

記した組み立て状態において対向状に立ち上がる一対の

支持板１３を挟持して、中央緩衝体ｂの組み立て状態を

維持するようになっている。

【００２３】また左右の起伏板３は、折線２との間に、

中央緩衝体ｂの左右の開口部分の閉塞面部２７を有し、

さらに前後二辺には折線２８を介して外面板２９が連設

され、各外面板２９の側端には折線３０を介して上面板

３１が連設され、各上面板３１の側端には折線３２を介

して内面板３３が連設され、各内面板３３の側端には折

線３４を介して側方凹部ｃ1 の底面となる底板３５が連

設され、各底板３５の側端には折線３６を介して支持板

３７が連設され、各支持板３７の側端には、起伏板３に

設けた係合孔３８に差し込まれる係合片３９が連設され

ている。

【００２４】各上面板３１の左右何れかの端部には上面

部４０が連設され、また各上面部４０の側端には、折線

４１を介して支持板３７の左右端部４２が連設される。

各上面部４０と左右端部４２は切線４３により底板３５

と分離され、上面板３１と上面部４０とは折線３０を介

して一体に折れ曲がり、支持板３７と端部４２は折線３

６と４１を介して一体に折れ曲がるようになる。

【００２５】そうして、上記夫々の外面板２９、上面板

３１、上面部４０、内面板３３、底板３５、支持板３

７、端部４２を折線２８、３０、３２、３４、３６、４

１に沿って各々折り曲げ、且つ各係合片３９を係合孔３

８に差し込んで、起伏板３上に前後の角筒体を組み立

て、これら角筒体によって左又は右の緩衝体ｃを形成す
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る。

【００２６】左右の緩衝体ｃは図３に示すように、梱包

物の左右側部に嵌合する側方凹部ｃ1 を上面側に備える

と共に、底板３５と起伏板３の間及び外面板２９と内面

板３３の間には緩衝空間ｃ2 を備えた内外二重壁構造の

略直方体形の箱状をなす。側方凹部ｃ1 は、上記各底板

３５を底面とし、且つその前後の部分に内面板３３が夫

々立ち上がり、またその周囲は、各上面板３１と、各上

面部４０で囲まれる。また側方凹部ｃ1 は、各内底板１

１と中央底板１の間、各内壁板９と各外壁板５の間に夫

々形成された緩衝空間ｃ2 で囲まれる。

【００２７】上記左右の起伏板３の左右何れかの端部に

は、折線４４を介して端面板４５が連設され、各端面板

４５の側端には折線４６を介して差込板４７が連設さ

れ、各差込板４７には、上記支持板３７の端部４２に設

けた溝４８に係合する溝４９を設けてある。端面板４５

は折線４４から立ち上がって、上記した左右緩衝体ｃの

左右の開口部分を閉塞し、且つ差込板４７は端面板４５

の上端から内方へ折れ曲がって溝４９を溝４８に係合さ

せ、これら両溝４８，４９の係合により、上記組み立て

状態において対向状に立ち上がる一対の支持板３７を挟

持して、左右の緩衝体ｃの組み立て状態を維持するよう

になっている。

【００２８】外面板２９の端部には折線５０を介して補

強片５１が連設され、底板３５の端部には折線５２を介

して端面板５３が連設されている。補強片５１は折線５

０に沿って内方へ折れ曲がって上記端面板４５の内側に

位置し、端面板５３は折線５２に沿って内方へ折れ曲が

って左右緩衝体ｃの左右の開口部分を閉塞し、夫々緩衝

体ｃの強度と緩衝機能の向上に寄与する。

【００２９】以上のように構成した本例の組立式緩衝部

材Ａは、組立て前の状態では図１に示すように、一枚の

平らなシート材ａであり、保管や運搬の際の省スペース

化が図れる。この状態から、図２～図３に示すような上

述の手順で、シート材ａの所要箇所を折線に沿って所要

方向へ折り曲げて、図３に示すように中央緩衝体ｂと左

右の緩衝体ｃを夫々組み立てる。

【００３０】組み立てられた中央緩衝体ｂは、梱包物の

嵌合用凹部ｂ1 を上面側に備え、且つその凹部ｂ1 の周

囲を囲む緩衝空間ｂ2 を備えた内外二重壁構造の箱状を

成し、また左右の緩衝体ｃは、梱包物の左右側部に嵌合

する側方凹部ｃ1 を上面側に備えると共に、その凹部ｃ

1 の周囲を囲む緩衝空間ｃ2 を備えた内外二重壁構造の

箱状を成し、且つ左右の緩衝体ｃは、折線２に沿って立

ち上げた際に側方凹部ｃ1 が、嵌合用凹部ｂ1 に嵌合し

た梱包物の左右側部に嵌合するよう、中央緩衝体ｂの左

右両側に起伏自在に連設されている。よって、図３のよ

うに左右の緩衝体ｃが倒伏した状態で嵌合用凹部ｂ1 に

梱包物を嵌合させ、しかる後、図４に示すように左右の

緩衝体ｃを立ち上げて側方凹部ｃ1 を前記梱包物の左右

側部に嵌合させれば、左右緩衝体ｃが前記梱包物の左右

両側に装着され、緩衝空間ｃ2 によって所定の緩衝機能

を発揮する。さらに、中央緩衝体ｂが梱包物の下面若し

くは上面部分を保護すると共に、その緩衝空間ｂ2 が所

定の緩衝機能を発揮する。従って、中央と左右の三つの

緩衝体ｂ，ｃの緩衝機能が働くので、極めて大きな緩衝

効果が得られ、梱包物を確実に保護することができる。

【００３１】使用後は、夫々の緩衝体ｂ，ｃを分解すれ

ば図１に示すシート材ａに戻り、簡単に廃棄処理するこ

とができ、リサイクルも容易である。

【００３２】尚、上記した補強片２０，５１、立上面２

２、端面板４５，５３等の補強用部分は必ずしも設けな

くとも良いが、これら補強用部分を備えることで中央緩

衝体ｂ、左右緩衝体ｃの強度が増し、より大きな緩衝機

能と耐久性を得ることができる。

【００３３】次に、図６～図１２に示す例を説明する。

この例では、図６に示す第一シート材（一方のシート

材）ｄと図７に示す第二シート材（他方のシート材）ｅ

を重ねて要所を接着すると共に要所を折り曲げて、梱包

物が載置される中央隆起部ｆを成形すると共に、該中央

隆起部ｆの左右両側に起伏自在に連設される左右の緩衝

体ｇを組み立て自在に備えてなる緩衝部材Ａ＇を示す。

【００３４】第一シート材ｄと第二シート材ｅは、例え

ば段ボールや厚紙等の紙板からなり、紙板の使用に係る

コストと製造時の手間を考慮して、後述する載置面７７

と立上面７９を有する一枚の隆起部形成板ｅ1 と、接着

面８３、側壁面８５、上側補強面８７、内側補強面８

９、底側補強面９１を有する計四枚の側周壁組立板ｅ2

とを、第二シート材ｅから形成するようになっている。

【００３５】第一シート材ｄは図６に示すような略長方

形状のもので、その中央部分には、左右側縁に立上げ片

６０を残して開口６１を形成する。第一シート材ｄの中

央部分の左右端部には折線６２を介して起伏面６３が起

伏自在に連設されており、起伏面６３の側端には折線６

４を介して外壁面６５が連設されており、外壁面６５の

側端には折線６６を介して上縁面６７が連設されてお

り、上縁面６７の側端には折線６８を介して内壁面６９

が連設されており、内壁面６９の側端には折線７０を介

して内底面７１が連設されており、これら各面６３、６

５、６７、６９、７１が第一シート材ｄの左右部分とな

っている。そうして、外壁面６５、上縁面６７、内壁面

６９、内底面７１を夫々折線６４、６６、６８、７０に

沿って内側に折り曲げるをもって、梱包物の左右側部に

嵌合する側方凹部ｇ1 を上面側に備え、且つ起伏面６３

と内底面７１の間及び内壁面６９と外壁面６５の間に形

成される緩衝空間ｇ2 を備えた左右の緩衝体ｇが組み立

てられるようになっている。

【００３６】また起伏面６３には略コ形の切線７２と折

線７３で囲まれる起立面７４を左右二箇所に形成し、こ

の起立面７４を折線７３に沿って立ち上げると共に、折
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線７５に沿って側方へ折り曲げＬ型に折曲させて、後述

する補強体９６を形成するようにする。

【００３７】一方、第二シート材ｅは第７図に示すよう

に、平面形状が略Ｈ形のもので、その中央矩形部分を隆

起部形成板ｅ1 とすると共に、該形成板ｅ1 の左右端部

の前後部分に夫々分離可能に連設された四枚の側周壁組

立板ｅ2 を備えており、形成板ｅ1 の同一端部側の組立

板ｅ2 同士は、打抜面７６によって分離可能に連設され

ている。

【００３８】隆起部形成板ｅ1 は、載置面７７と、この

載置面７７の前後端から下方へ折れ曲がるよう折線７８

を介して連設された立上面７９を備え、この立上面７９

の下端から折線８０を介して外方へ折れ曲がるよう連設

された接着面８１を、上記した開口６１の前後縁の下面

に接着して立上面７９を該前後縁に立ち上げ、さらに開

口６１の左右縁に立ち上げた立上げ片６０の上端６０ａ

を載置面７７の左右縁に接着し、これら前後の立上面７

９と左右の立上げ片６０で載置面７７を開口６１の上方

に支持して、中央隆起部ｆを形成する。載置面７７の裏

側には緩衝空間８２が形成されるようになる。

【００３９】側周壁組立板ｅ2 は、上述の起伏面６３の

前後縁部６３ａの下面に接着される接着面８３と、接着

面８３の一方の側端に折線８４を介して側壁面８５と、

側壁面８５の側端に折線８６を介して連設される上側補

強面８７と、該補強面８７の側端に折線８８を介して連

設される内側補強面８９と、該補強面８９の側端に折線

９０を介して連設される底側補強面９１を備えている。

【００４０】そうして、接着面８３を起伏面６３前後縁

の下面に接着して、起伏面６３の前後に側壁面８５、上

側補強面８７、内側補強面８９、底側補強面９１を突出

させ、上記の如く緩衝体ｇを組み立てた後に、側壁面８

５を折線８４に沿って立ち上げて緩衝体ｇの前後の外壁

部分を形成し、上側補強面８７を折線８６に沿って内側

に折り曲げて上縁面６７の左右縁部６７ａ上に重ね、内

側補強面８９を折線８８に沿って折り曲げて緩衝体ｇの

前後の内壁部分を形成し、底側補強面９１を折線に沿っ

て折り曲げて内底面７１上に重ねて、緩衝体ｇの前後部

分を補強する角筒状の補強壁ｈを組み立てるようにな

る。

【００４１】また、接着面８３の他方の側端には、折線

９２を介して起立面９３が連設され、さらに起立面９３

の側端には分離線９４を介して打抜面７６が連設され、

この打抜面７６を介して、隆起部形成板ｅ1 の同一端部

側の側周壁組立板ｅ2 同士が、分離可能に連設されてい

る。

【００４２】起立面９３は、上述した起立面７４と対を

なすもので、折線９２に沿って立ち上げると共に、折線

９５に沿って側方へ折り曲げＬ型に折曲し、起立面７４

と重ね合せて接着され、両起立面７４，９３により略角

筒状の補強体９６が形成される。

【００４３】補強体９６は、起伏面６３上に立体的に立

ち上がり、その上面にて上記内底面７１を支持して、側

方凹部ｇ1 を補強すると共に、緩衝空間ｇ2 の緩衝機能

の向上に寄与する。またこの例では図示の通り、起立面

７４，９３の端部に切線９７を設けて第二起立面９８

ａ，９８ｂを形成し、これら起立面９８ａ，９８ｂで補

強体９６よりも背の高い第二補強体９９を形成し、その

上面にて上記上縁面６７を支持すると共に内外壁面６

５，６９の間に介在して、側方凹部ｇ1 の補強と緩衝空

間ｇ2 の緩衝機能向上をより確実ならしめるようにす

る。

【００４４】尚、上縁面６７の左右縁部６７ａは図示の

ように折曲させて上縁面６７を平面コ形状とし、また各

縁部６７ａの側端には、折線１００を介して支持面１０

１が連設され、支持面１０１は折線１０２を介して内底

面７１に連設する。前記縁部６７ａと支持面１０１は切

線１０３により内壁面６９、内底面７１と分離され、支

持面１０１は上記側壁面８５と内側補強面８９の間に立

ち上がるようになる。

【００４５】１０４、１０５、１０６、１０７は緩衝体

ｇの所定箇所に形成される開口部分を補強するべく折線

又は切線を介して適所に連設された補強片である。また

１０８と１０９は相互に係合する係合溝、１１０と１１

１は相互に凹凸係合する係合部で、これらの係合により

上記緩衝体ｇの組み立て状態を強固に維持するようにな

っている。１１２は緩衝体ｇの耐強度の向上を図るべく

外壁面６５に設けた切起しリブ、１１３は、第一シート

材ｄと第二シート材ｅを重ねる際の位置決め用の孔であ

る。

【００４６】以上のように構成したこの例の組立式緩衝

部材Ａ＇の製造方法について説明すれば、まず偏平状態

にある第一シート材ｄと第二シート材ｅを重ね合せ、詳

しくは載置面７７上に開口６１が位置し、且つ各接着面

８３上に各起伏面６３の前後縁部６３ａが位置するよう

第二シート材ｅ上に第一シート材ｄを重ね合せ、各接着

面８３を各縁部６３ａに接着し、夫々の側周壁組立板ｅ

2 を打抜面７６及び隆起部形成板ｅ1 から分離する。さ

らに第一シート材ｄでは、立上げ片６０を立ち上げると

共にその上端６０ａを内側に折り曲げ、起立面７４，９

８ｂを立ち上げると共に折線７５に沿って折り曲げてＬ

形に折曲させる。また第二シート材ｅから分離された隆

起部形成板ｅ1 では、立上面７９を立ち上げると共にそ

の下端になる接着面８１を折線８０に沿って外側に折り

曲げ、且つ該接着面８１を第一シート材ｄの開口６１の

前後縁下面に接着し、さらに前記立上げ片６０の上端６

０ａを載置面７７の左右縁上に接着して、中央隆起部ｆ

を成形する。また第二シート材ｅから分離された四枚の

側周壁組立板ｅ2 では夫々、接着面８３が起伏面６３の

縁部６３ａ下面に接着されると共に、起立面９３，９８

ａを立ち上げ且つ折線９５に沿って折り曲げてＬ形に折
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曲させ、さらに起立面７４と９３、９８ａと９８ｂを重

ねて接着し、補強体９６と第二補強体９９を成形する。

この状態では、中央部分に隆起部ｆが立上がり、左右部

分に補強体９６、９９が立上がるものの、左右の緩衝体

ｇは組み立て前の展開状態にあり、すなわち、左右の緩

衝体ｇは、中央隆起部ｆの左右両側に組み立て自在に備

えられている。

【００４７】以上の作業は、第一シート材ｄと第二シー

ト材ｅを重ねた状態で載置される枠状の中型と、前記両

シート材を上方から押さえるべく昇降自在に配された上

型と、中型の下方に昇降自在に配され上記各板若しくは

各面の切断や立ち上げ、折り曲げ等の作業を行う下型

と、各型の適所に配され上記各箇所の接着を行う加熱部

とを備えた成形装置において行うようにすると良い。該

装置の詳細はここでは説明しないが、その概略は、例え

ば本願発明者による先提案の装置（特願平８－１５８０

１９号、特願平８－１９８０２０号）等に記載されるも

のを例示できる。

【００４８】左右の緩衝体ｇの組み立ては、梱包現場に

おいて手作業で行うようになる。すなわち緩衝体ｇは図

９～図１１に示すように、外壁面６５、上縁面６７、内

壁面６９、内底面７１を夫々折線６４、６６、６８、７

０に沿って折り曲げて、梱包物の左右側部に嵌合する側

方凹部ｇ1 を上面側に備え、且つ起伏面６３と内底面７

１の間及び内壁面６９と外壁面６５の間に形成される緩

衝空間ｇ2 を備えた内外二重壁構造の略直方体形に組み

立てられる。さらに、側壁面８５、上側補強面８７、内

側補強面８９、底側補強面９１を夫々折線８４、８６、

８８、９０に沿って折り曲げて、緩衝体ｇの端部を補強

する略角筒状の補強壁ｈを組み立てる。

【００４９】組み立てられた緩衝体ｇは、中央隆起部ｆ

に対し折線６２に沿って起伏自在に連設されており、折

線６２に沿って立ち上げた起立状態において、側方凹部

ｇ1が、中央隆起部ｆに載置された梱包物の側部に嵌合

する。よって、図１１のように左右の緩衝体ｇが倒伏し

た状態で載置面７７に梱包物を載置し、次いで図１２の

ように左右の緩衝体ｇを立ち上げて側方凹部ｇ1 を前記

梱包物の左右側部に嵌合させれば、両緩衝体ｇが梱包物

の左右両側に装着され、緩衝空間ｇ2 によって所定の緩

衝機能を発揮する。さらに、中央隆起部ｆが梱包物の下

面若しくは上面部分を保護すると共に、その緩衝空間ｆ

1 が所定の緩衝機能を発揮する。従って、中央隆起部ｆ

と左右緩衝体ｇの三者の緩衝機能が働くので、より大き

な緩衝効果が得られ、梱包物を確実に保護することがで

きる。

【００５０】使用後は、左右の緩衝体ｇを分解すれば簡

単に廃棄処理することができ、リサイクルも容易であ

る。

【００５１】以上、例えばノート型パソコンのように、

梱包物がほぼ直方体形状である場合に対応させた実施の

形態の二例を説明したが、凹部を形成する各面又は各板

の形状を適宜変更したり所定の切込み等を形成すること

で、立方体形、球形、楕円形、円筒形、角柱径、その他

各種の異形状等の梱包物への対応が可能であり、さらに

梱包物の各箇所に設けられたスイッチ類等の突起物に対

応させて、凹部を形成する各面又は各板の適所に開口や

段部等を設けても、上記緩衝機能にはほとんど影響がな

い。

【００５２】また上記した補強体９６，９９は必ずしも

設けなくとも良いが、これら補強体９６，９９が立体形

に組み立てられて緩衝空間ｇ2 内に突出することで、左

右緩衝体ｇの強度が増し、より大きな緩衝機能と耐久性

を得ることができる。

【００５３】

【発明の効果】本発明の組立式緩衝部材は以上説明した

ように、梱包物を載置するようになる中央部分の左右両

側に、梱包物の左右側部に嵌合する側方凹部を備えた緩

衝体を起伏自在に備え、これら緩衝体を立ち上げて梱包

物の左右両側に装着するよう構成したので、左右緩衝体

と中央部分の三者により梱包物の上下左右のうちの三方

の面を保護して所定の緩衝機能を発揮する、新規な組立

式緩衝部材を提供することができた。また、左右の緩衝

体は中央部分を介して左右一対の状態に連結保持されて

いるので、片方の緩衝体が足りなくなるような虞れがな

く、梱包現場における部品管理が容易になる。また梱包

物を載置した後左右の緩衝体を立ち上げれば梱包物への

セットがなされるので、梱包作業を簡便にすることがで

きる。

【００５４】また、一枚のシート材の中央部分に中央緩

衝体を設けると共にその左右両側に左右緩衝体を起伏自

在に備えた場合、三つの緩衝体による緩衝機能によっ

て、より確実に梱包物を保護できる。また、一枚のシー

ト材の要所を折り曲げて前記三つの緩衝体を組み立てる

ようにした場合、分解状態においては一枚の偏平なシー

ト状であるため、保管、運搬等に係る手間とコストを低

減でき、且つ使用後の廃棄処理が簡便になる。

【００５５】梱包物を載置する中央隆起部を形成すると

共に、その左右両側に、梱包物の左右側部に嵌合する側

方凹部を備えた左右の緩衝体を起伏自在に連設し、それ

ら緩衝体は組み立て自在に備えられたものである場合、

保管，輸送等の際は緩衝体を折り畳んで省スペース化を

図ることで、保管，輸送に係るコストの低減、使用後の

廃棄作業の簡便化等が期待できる。また前記中央隆起部

と左右の緩衝体を、二枚のシート材を重ねて要所を接着

すると共に要所を折り曲げて形成するようにした場合、

シート材の使用量並びに作製時の手間等を低減すること

ができる。

【００５６】尚、シート材を段ボールや厚紙等の紙板に

よって形成した場合は、樹脂製緩衝部材に代替可能な優

れた緩衝機能を奏すると共に、使用後の廃棄処理を簡単

10

20

30

40

50



(8) 特開平１１－１８９２３５
13 14

に行うことができ、且つリサイクルも容易になる等の効

果がある。

【図面の簡単な説明】

【図１】本発明に係る組立式緩衝部材の実施の形態の一

例に用いるシート材の斜視図。

【図２】図１に示すシート材を用いた組立式緩衝部材の

組立て途中状態の斜視図。

【図３】本発明に係る組立式緩衝部材の実施の形態の一

例を示す斜視図。

【図４】図３に示す組立式緩衝部材の使用状態を示す斜

視図。

【図５】図４の（Ｘ）－（Ｘ）線に沿う拡大断面図。

【図６】本発明に係る組立式緩衝部材の実施の形態の他

例に用いる一方のシート材の斜視図。

【図７】本発明に係る組立式緩衝部材の実施の形態の他

例に用いる他方のシート材の斜視図。

【図８】図６、図７に示す二枚のシート材からなる組立

式緩衝部材の成形途中状態の斜視図。

【図９】図６、図７に示す二枚のシート材からなる組立

式緩衝部材の組立途中状態の斜視図。

【図１０】図６、図７に示す二枚のシート材からなる組

立式緩衝部材の組立途中状態の斜視図。

【図１１】本発明に係る組立式緩衝部材の実施の形態の

他例を示す斜視図。

【図１２】図１１に示す組立式緩衝部材の使用状態を示

す斜視図。

【符号の説明】

Ａ：組立式緩衝部材

ａ：シート材

ｂ：中央緩衝体

ｂ1:嵌合用凹部

ｂ2:緩衝空間

ｃ：左右の緩衝体

ｃ1:側方凹部

ｃ2:緩衝空間

１：中央底板

３：起伏板

５：外壁板

７：上縁板

９：内壁板

１１：内底板

１３：支持板

１４：係合孔

１５：係合片

Ａ＇：組立式緩衝部材

ｄ：第一シート材

ｅ：第二シート材

ｅ1:隆起部形成板

ｅ2:側周壁組立板

ｆ：中央隆起板

ｇ：左右の緩衝体

ｇ1:側方凹部

ｇ2:緩衝空間

ｈ：補強壁

６１：開口

６３：起伏面

６５：外壁面

６７：上縁面

６９：内壁面

７１：内底面

７７：載置面

７９：立上面

８３：接着面

８５：側壁面

８７：上側補強面

８９：内側補強面

９１：底側補強面
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【図１】

【図２】
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【図３】

【図４】 【図８】
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【図５】

【図６】
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【図７】

【図９】
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【図１０】 【図１１】

【図１２】


